
植物体は繊細で、茎はやや羽状に分枝する。茎や枝はともに表面は平滑。葉は乾くとやや縮れる。茎葉は
広卵形の下部から急に細くなり、先端は針状で全長1-1.2mm、葉縁には微かな歯がある。中肋は葉先か

ら長く突出する。枝葉は小さくて披針形、葉身細胞は方形から六角形で角張り、中央に1個のパピラがあ
る。葉縁の細胞は比較的透明で平滑。矮雄をつくる。蒴柄の上部にときにパピラがある。石灰岩上に生育
することが多い。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Claopodium  prionophyllum  (C.Muell.) Broth.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

佐用町

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布
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